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岡 山県 で 分 離 され たMycobacteriumkansasii株 ゲ ノ ム の

パ ル ス フ ィー ル ドゲ ル 電 気 泳 動(PFGE)に よ る解 析

一 分離年代 に よつてPFGEパ ター ンが異 なるクラス ターを形成す る一

三村 公洋

要 旨:〔 目的〕岡山県で発見されたM.kansasiiに おける疫学調査,お よび分離株における分子生物

学的検討と感染様式の考察｡〔対象と方法〕1977年から1994年 の間に分離.保 存 していたM．kansasii22

株 について,制 限酵素VspIを 用いてゲノムDNAの パルスフィール ドゲル電気泳動(PFGE)を 行っ

た。また水島工業地帯の5会 社から水道水を採取 し抗酸菌培養 を行った。〔結果〕PFGE解 析の結果

から年代 ごとの菌株がそれぞれ1つ のクラスターを形成することが見出された。水道水培養の結果

は,い ずれの検体からもM.kansasiiは 検出されなかった。〔結論)岡 山県では分離年代ごとの菌株がl

つのクラスターを形成 していることか ら,共 通の環境や地域に生息するM.kansasiiが 感染源 となって

いる可能性が考えられた。

キーワーズ:M.kansasii症,非 結核性抗酸菌症,岡 山県,水 島工業地帯,パ ルスフィール ドゲル電気

泳動,Tapwater

は じ め に

近年わが国では肺結核の減少 とは逆に肺非結核性抗酸

菌症が増加 してお り,特 に肺M.kansasii感 染症において

は,l970年 代前半 までは関東およびその周辺地域 に限

られていた発症地域が,そ の後は症例数の増加 ととも

に,全 国的な広が りを見せ始めた1)｡岡 山県では第l例

目のM.kOnsasii症 がl976年 に倉敷市の水島工業地帯で

発見されて以後,Matsushimaの 調査2)によると本症が同

地域 を中心として,同 心円状の分布で患者数の増加 と発

症地域の広が りを見せ始めたと報告されている｡ま た

2002年 に著者がMatsushimaの 報告 と同じ方法で岡山県

内の主要な医療施設,32病 院を対象にM.kansasii症 の現

状 を再調査したところ,今 なお水島工業地帯 を中心とし

た同心 円状の分布で患者が分布 していることが分かっ

た3)｡し かし症例数の増加は1995年 までで,そ の後のさ

らなる増加 は見 られなかつた｡当 時の岡山県における

M,kansasii症 患者の分布 とl976年 以後の年ごとの症例数

をFig.1お よびFig2に 示す｡本 研究では,こ れらの調

査 の過程で得 られたM,kansasii22株 について,制 限酵

素VspIを 用いてパルスフィール ドゲル電気泳動を行

い,各 分離菌株のゲノムの相同性を調べ,系 統樹 を作成

した｡そ の結果,年 代ごとに菌株が クラスターを形成 し

ていることが明 らかになり,本 感染症の疫学を考えるう

えで重要なデータが得 られた｡ま た水島工業地帯を中心

として増加する本症の感染源を調査するために,水 島工

業地帯にある任意の5会 社で,工 場内で社員が頻繁に利

用する水道 とその蛇口から検体 を採取 して抗酸菌培養を

行った結果もあわせて報告する｡

方 去馬、'

パルスフイール ドゲル電気泳動(PFGE)

1977年 か ら1994年 の 間 でMatsushimaが 保 存 し た川 崎

病 院 で 分 離 し たM.kansasiil1Mi(K1～l1)と,1989年

か ら1993年 の 問 に 国 立 南 岡 山病 院 で 分 離 し た11株(M1

～11)に 対 して ,制 限 酵 素VspIを 用 い てPFGE解 析 を

行 つ た｡菌 株 は患 者1人 に つ き1株 で あ る｡

① 菌 の 調 整
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Fig.2TheannualnumberofpatientswithM・kansasii

infectioninOkayamaPrefbcture

小 川 培 地 上 で 増 菌 したM.kOnsasiiを 一 白 金 耳 と り,

0.5Msucroseお よ び0｡05%Tween80入 り の セ プ テ ィ

チ ェ ックAFBボ トル(BBL)で37℃,14日 間 培 養 し,D

cycloserineをlmg小ml加 え て さ ら に18時 間 培 養 した｡菌

液 を3000rPm,20分,4℃ で 遠 心 し沈 渣 をTS溶 液 〔1M

trisHC1(PH8.0)5omM,SucroseO5M小100mB400μ1に 再

浮 遊 した もの を い っ た ん 一40℃ で 凍 結 し,氷 中 に て再 融

解(FreezeandSaWing)し た もの を使 用 した｡

② プ ラ グの 作 成

菌 液 の 上 澄 み100μ1を エ ッペ ン ドル フ チ ュ ー ブ に取

り,1.5%低 融 点 ア ガ ロ ー ス(BIO.RAD)100,tzlを 加 え,

そ の う ち100ptlを イ ンサ ー一トモ ー ル ドに 入 れ て4℃ で

15分 間 固 相 化 す る｡

③ 溶 菌 ・除 タ ンパ ク

リ ゾ チ ー ム5mg小ml入 り のLysis溶 液 〔IMTris-HCI

(PH8.0)50mM,05MEDTA50mM小100ml〕500μ 」に 固栢

化 し た プ ラ グ を 入 れ て37℃ で48時 間 処 理 す る｡Pro-

teinaseK(Qiagen,Japan)■Omg小ml入 りのES溶 液900μ 」

を調 整 し50℃ で48時 間処 理 す る｡

Pefabloc(Roche,Germany)1.5mM小miのTE溶 液 〔1M

Tris.HCI(PH8.0)lOmM,0.5MEDTA(PH8.0)lmM/

1000ml〕500Ptlを 調 整 し て 室 温 で2時 間ProteinaseKを

不 活 化 し,PefablocはTE溶 液 で3回 洗 浄 して 除 去 す る｡

④ 制 限酵 素 処 理

制 限 酵 素 反 応 に 適 した 希 釈 済 みbuffer50Ptlを 入 れ,

プ ラ グ を37℃lO分 間preincubationし て か らbufferを 吸

引 除 去 す る｡制 限 酵 素VSpI(Promega,Madison,WI,

USA)lOU入 りbufferを50μ 」入 れ37℃ で8時 間 反 応 さ

せ る｡

⑤ ゲ ル板 の作 成 ・パ ル ス フ ィー ル ド電 気 泳 動

ゲ ル 板 お よ び 電 気 泳 動 用buffer,泳 動 用 ア ガ ロ ー ス,

泳 動 用 バ ッ フ ァー はPFGEゲ ル キ ッ ト(BIO-RAD)を 使

用 し,電 気 泳 動(電 圧6.OV/cm,ス イ ッチ タ イ ムInitial1.0

秒Final23.0秒,泳 動 時 間185時 間)を 行 っ た｡エ チ ジ

ウ ム ブ ロ マ イ ドで45分 間 染 色 を行 つ た 後,蒸 留 水 内 で

1時 間脱 色 を行 っ た｡泳 動 結 果 の解 析 に はFingerprinting

l]E(BIO-RAD)を 使 用 した｡

水道水培養

水島工業地帯に属する任意の5会 社に依頼して,社 員

が頻繁に利用する水道蛇口から,水 道水1000mlを フラ

スコに採取 し,ま たそれぞれの蛇ロを綿棒で擦過 し,生

理食塩水 に再浮遊 したものを検体 として抗酸菌培養 を

行った｡集 菌効率を上げるために,水 道水1000mlを0.22

μmベ ンチ トップフィルターを用いて濾過 し,培 地は
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1%小 川培L地とセプティチェックAFB(BBL)を 使用 し

て37℃ で培養 した｡

①検体の採取

蛇口から流れる水道水1000mlを 滅菌したフラスコに

直接採取 し,ま た同じ蛇ロを滅菌 した綿棒で擦過 して,

その綿棒 を生理食塩水1mtの 中で撹絆 し,再 浮遊 した

ものを検体とした｡検 体は,当 日中に研究室に持ち帰 り

処理を行った｡

②前処理

1000mlの 水道水 をO.22μmベ ンチ トップフィルター

を用いて濾過する｡そ してフィルターの2分 の1を 生理

食塩水lml内 に投入 してよく撹搾 し,1%NaOHlmlで

雑菌処理を行い.0.lmlを1%小 川培地に接種 した｡残

りのフィルター2分 の1を,セ プティチェックAFBボ

トル(BBL)付 属のサプリメン ト1mlを 加えた後に液体

培地内に投入 して掩絆 し,取 扱説明書に従ってセプティ

チェックAFBス ライドを装着 した｡ま た蛇ロを擦過 し

た綿棒を掩拝 し,再 浮遊 した1mlの 生理食塩水 も,1%

NaOHlmlで 雑菌処理を行い,0.1mlを1%小 川培地に

接種 した｡

③培養

小川培地,セ プティチェックAFBは,そ れぞれ37℃

で培養 した｡

結 果

1977～l994年 に 岡 山 市 の 川 崎 病 院 で 分 離 し たM.

kansasii11株(Kl～11)お よ び1989～1993年 に 南 岡 山

病 院 で 分 離 したM.kansasii11株(Ml～ll)に つ い て の

PFGE結 果 をFig.3(A)に 示 した｡こ れ を 基 に プ ロ グ ラ

ム を用 い て作 成 した系 統 樹解 析 結 果 をFig.3(B)に 示 す｡

M.kansasii22株 のPFGE解 析 結 果 に よる 系 統 樹 に は4つ

あ るい は5つ の ク ラ ス ターが 見 られ る｡そ れ ぞ れ の ク ラ

ス ター を ク ラ ス タ ー1(K6,7,8),ク ラス ター2-l(Ml,

2,5,lO,11),ク ラス ター2-2(M3,4,Kl1)ク ラス ター

3(Kl,2,3,4,5),ク ラ ス タ ー-4(M6,7,8,9,

K9,10)と した｡ク ラ ス ター1は 川 崎 病 院 株(K株)の み,

ク ラ ス タ ー2は1例 を 除 い て 南 岡 山病 院 株(M株),ク

ラス ター3はK株 の み で,ク ラ ス ター4はM株 が 中心

と,そ れ ぞ れ の ク ラ ス タ ー は ほ ぼK株 また はM株 の ど

ち らか に よ っ て構 成 され て い る｡そ して ク ラ ス タ ーl

お よ び3はK8株 以 外 が1977～84年 に か け て 検 出 さ れ

た 古 いK株 で 構 成 され て い る｡ク ラ ス ター2お よ び4

は1988～94年 に か け て検 出 さ れ たM株 と,K株 で は検

出 年 の 新 しいK9,10,11株 を含 む｡つ ま り年 代 ご と の

菌株 が各 クラ ス ター を構 成 して い る と考 え られ る｡各 菌

株 の 単 離 年 はTableに 示 す｡こ のPFGE解 析 結 果 の 各 ク

ラ ス タ ー を,南 岡 山 病 院 の 河 原 が 測 定 した22株 の 薬 剤

感 受 性 結 果 と合 わせ て検 討 して み た が,松 島 の 報 告4)と

同 じ く薬 剤 感 受 性 か ら菌 の特 異 性 を 証 明 す る こ と はで き

なか っ た(Table)｡

水 島工 業 地 帯 に お け る任 意 の5会 社 の水 道 水 お よび 水

道 蛇 口 の 抗 酸 菌 培 養 の 結 果 は,小 川 培 地 と セ プ テ ィ

チ ェ ックAFBボ トル,す べ て の検 体 で 培 養10～14日 目

に光 発 色 性(一),S型,黄 色 ～ 榿 色 の コ ロ ニ ー の 発 育 を
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TableAntimicrobialactivityofantimycobacterialdrugsagainstM.kansasiiisolatesinOkayamaPrefecture

StrainClusteryr INHRFPEBTHCSSMKMPASCPFXOFLXSPFXLVFXCAMRXM

10

門/

0
0

K

K

K

l

l

-
■

1977250.396.250.39

l9836.250.212.50.2

19941.560.l3.130.l

M12-1l9906｡250.1

M22-l19916.250.l

M52-1l9896.250.1

M102-1l9926.250.2

Ml12-1l9936.250.1

Kll2-219946.250.1

M32-219906.250.1

M42--2l9893.130.1

1

2

3

4

5

K

K

K

K

K

う⊃

弓」

含
」

り
」

含
」

K94

K104

M64

M74

M84

M94

>100

>100

>loo

3.130.2>lOO

3.130.2>100

3.130.2>lOO

3.l30.2>lOO

3.130.2>100

3.l30.2>100

3.l30.39>100

3.l30.2>100

19846.250.13.130.2

l984l2.50.396.250.39

19831250.39>1000.78

19846.250.212.50!ア8

l9846.25e.26.250.39

l9886.250.2

l9946.250.1

l9916.250.1

19906.250｡1

199l6.250.1

l9926.250.1

>100

>100

>100

>100

>100

3.130.39>100

3.l30.2>100

3.l30.2>100

3.130.2>lOO

3.130.2>lOO

3.130.2>lOO

50100>1000.78

lOO>100>1001.56

25>100>lOO■56

25100>1000.39

50>100>1001.56

50>100>1001.56

50>100>1003.13

50>100>100156

50>100>1003.13

25>100>1001.56

25lOO>1000.39

25100>1000.39

lOO>100>1000.39

>100>100>1000.39

>lOO>100>1000.39

25>100>1000.39

50>100>1000｡78

25100>1000.78

25100>1000.39

50>100>100156

50>100>1003.13

50>100>1003.13

0.390.20.390!781.56

l.560.20.780.78156

1.560.20!780.78■56

」0
.39α10.20.20!78

0.780.20.390.78l.56

0.780.20.390.78156

0.780.20.390.783.l3

0.780.2α390.78l.56

0.780.20.390.78■56

0.390.lO.20.20).78

0.390.lO.20.20.78

0.390.10.390.781.56

0.390.10.390.78156

0.390.20.391563.13

0.390.20.391.563.13

0.780.20.20.78156

0.390.10.390.781.56

0.780.10.390.20.78

0.390.lα20.781.56

0.780.20.390.78■56

0.780.20.390.78■56

0.780、20.390.78L56

認 め た｡菌 種 同 定 の た め に 純 培 養 を 行 い,そ れ ぞ れ

DDHを 行 っ た結 果,す べ てM.80rdenaeと 同 定 さ れ,M.

㎞ η∫α読 を検 出 す る こ とは で きな か っ た｡

考 察

国内の肺M.kOnsasii症 は1970年 代か ら,患 者数が増

加 し,当 初は関東地区に限られていた発症地域が全国的

な広が りを見せ始めた1)｡岡 山県ではl976年 に水島工業

地帯で第1例 目が発見 されて以来,水 島工業地帯を中心

として同心円状に患者が分布 している｡岡 山県で最大の

人口を有する岡山市よりも水島工業地帯で圧倒的に患者

数が多いことは,本 症が単に人口の多い地域に多発して

いるわけではな く,地 域性があることを示 している｡し

か し,Matsushim、aの 調査当時2)と比べてみると,水 島工

業地帯のみといった地域限局性は薄 らいできている｡非

結核性抗酸菌症はヒトからヒトへは感染 しないとされて

いるが,M.kansasii感 染症の感染源や感染経路について

は,い まだ明らかでない｡2002年 に行った著者の調査3)

では,M.kansasii症 患者に鉄工所や建築業,石 工など粉

塵作業者が多いことから,本 症の発症と粉塵吸入 との関

連S)も考えられる｡

M.kOnsasiiは 海外の報告では,水 道水や給水 システム

か ら検出された報告 もある6)7)｡著者は水 島工業地帯に

ある5つ の工場内で作業員が頻繁に使用する水道施設か

ら抗 酸菌 を検 出 した が,分 離 され たの はすべ て 砿

gordonaeで あ り,M.kansasiiは 検出されなかつた｡し か

し,今 回の水道水培養は通常の臨床検体の培養方法 と同

じ手順で行っており,雑 菌処理方法,集 菌方法,お よび

培地についても再検討する必要があるか もしれない｡

Engelら6)は,ロ ッテルダムの病院や工場の水道水,そ

の水源からもM.kansasiiを 検出しているが,菌 の混入経

路や感染経路については不明な点が多い｡ま た菌の検出

には季節性があり,さ らに同一施設内であって も水道に

よって検出頻度に差があることなどから,頻 回に多 くの

検体を集めて調査を行う必要 もあると考える｡地 域性を

持ちながら確実に増加を示す本症であるが感染源や感染

経路については不明な点が多いため,水 道水 を含む環境

水や土壌 などについても,患 者の発生状況に基づきなが

ら,引 き続き調査 をしてい く必要がある｡

1977～94年 に岡山県内で分離 したM,kansasii22株 に

ついて制限酵素VspIを 用いてPFGEを 行い,そ の成績

に基づいて系統樹を作成すると,4～5つ のクラスター

として捉えられ,各 クラスターが,ほ ぼ年代別の菌株に

よって構成 されていることがわかった｡`ク ラスターがほ

ぼ年代別 に構成 され る理 由の1つ として,年 代別 の

砿 舷那α躍株の遺伝子が時代 と共に変化する環境に順応

しなが ら,そ の塩基配列が変化していると考えることも

で きる｡し かしK6とK8の 分離年 には17年 の隔た りが

あるにもかかわらず,系 統樹上はきわめて近縁であるこ

と,逆 にK8とK10は 同じ年に分離 されたにもかかわ ら

ず,互 いにきわめて遠縁であることを考えると,時 代に

よる遺伝子の変化では説明が難 しい点もある｡さ らに,
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Rossら8)は105株 のM.kansasiiをPFGEで 解析 したが11

パターンしか得 られなかったこと,Iinumaら9)は 日本国

内か ら集めた84株 をPFGEで 分析 した結果,岡 山県内

で分離されたM.kansasiiの 多くは国内で一般的に多 く見

られるタイプ(TypeM)に 属することなどを考え合わせ

ると,PFGEで 検出で きるM.kansasiiゲ ノムのパ ター ン

(多形性)は 限られてお り,PFGEパ ターンが時代 ととも

に容易に変化するとは考え難い｡年 代別にクラスターを

形成 している傾向に加えて,K株 群 とM株 群,す なわ

ち分離病院によるクラスターを観察される｡患 者住所の

正確なデータがないため,厳 密な地域別クラスター形成

を検証することは不可能であるが,病 院によるクラス

ターを地域によるクラスターと考えるのは,そ れほど不

合理なことではない｡以 上のことを考え合わせると,年

代および地域によつて分離菌が異なることは次のように

解釈 される｡す なわち,あ る環境(あ るいはある地域)

に棲息するM.kOnsasiiが ある時に,よ く増殖できる条件

が成立 して過大に増殖する｡そ の結果,ヒ トへの感染が

成立 しやす くなり,多 くの患者が発生する｡こ の場合,

同一の(あ るいは類似 した)感 染源であるため,患 者か

ら分離される菌は同類のものとなる｡ま た,別 の年には

別の環境(地 域)に 棲息する菌が よく増殖で きる環境が

成立 し,そ れが感染源 となって患者が発生する｡以 上の

解釈を証明するためには,環 境か らの菌の検出および患

者発生状況 との関連をさらに検討する必要がある｡こ の

場合,菌 の棲息する環境 というのがヒ トの呼吸器内であ

る可能性 も存在する｡次 に,ヒ トーヒト感染の可能性に

ついて考察 したい｡Fig.3(B)に 示 したクラスター3に

含まれるKl,4,5のPFGE解 析結果は100%の 一致を示

してお り,こ のうちK4と5は 松島 らの調査で,ほ ぼ同

時期に同じ工場で働 く2人 から検出されたことが分かっ

ている｡以 前から松島らは肺 砿 加脚 躍のヒ トーヒ ト感

染の可能性 についても検討 してきているがlo),PFGEは

菌同士の一致を証明するほど精密な検査ではないが,2

人が同じ感染源に曝露された可能性 もある｡Zhang韮i)ら

はIinumaが 分類 したtypeMは すべ てM.kansasii5#lkの

うちの1群 に含まれると報告 してお り,Tortolii2)による

と1群 は人体に対する病原性が強く,ヒ トからのみ分離

されると報告 している｡一・・…一一L方フランスのPicardeaui3)は

パリ周辺の病院で水道水から分離した 砿丸α脚 読が分子

生物学的検査 によって1群 に分類されると報告 してい

る｡い ずれにしても水道水を含む環境水や給水 システ

ム,土 壌や貯水池などの調査は興味深いものであ り,近

年著 しい進歩を遂げる分析技術の発展によって,本 症の

感染様式や菌株同士の相互関係 などが明らかになって く

ることが期待 される｡

ま と め

1977年 から1994年 の間に岡山県内で分離された22株

のM.kansasiiの ゲノムDNAを パルスフィール ドゲル電

気泳動で解析 した結果,年 代別もしくは地域別のクラス

ターを形成することが分かった｡こ れは,あ る地域の特

定の環境下で菌の広範な増殖が起 こり,そ れらの菌がそ

れぞれの年代の共通の感染源となっている可能性 を強 く

示唆 しており,本 症の発症機序 を考えるうえで重要であ

る｡

謝 辞

稿を終えるにあたり,御 指導 と御鞭捷 を賜 りました川

崎医科大学微生物学教授 大内正信先生,京 都大学医学

部付属病院検査部 飯沼由嗣先生,倉 敷第一病院呼吸器

センター 松島敏春先生に深謝いた します｡

なお,本 研究の一部は川崎医科大学プロジェク ト研究

費(13-406)の 援助によって行われたことを付記 し深謝

いたします｡

文 献

1 ) The  Mycobacteriosis Research Group of the Japanese 

   National Chest Hospitals : Rapid increase of the incidence 

   of lung disease due to Mycobacterium kansasii in Japan. 

   Chest. 1983 ; 83 : 890-892. 

2 ) Matsushima T : Geographical and chronological spread of 

   pulmonary Mycobacterium kansasii infection in Okayama, 
   Japan. J Infect Chemother. 1995 : 1 : 122-126.

3)三 村 公 洋:岡 山 県 に お け るM.kansasii症 の 現 状,結

　 核.2002;77:665-669｡

4)松 島 敏 春:岡 山 県 に お け るM.　kOnsasii症 の 地 理 的,年

　 代 的 拡 が り.結 核.2003;78:591-595.

5)下 出 久 雄:日 本 に お け るM.kansasii症.結 核.1977;

　 52:577-585.

6 ) Engel HWB, Berwald LG, Havelaar AH : The occurrence of 
   Mycobacterium kansasii in tap water.  Tubercle. 1980 ; 61 

   21-26. 

7 ) Bailey RK, Wyles S, Dingley M, et  al.  : The isolation of 

   high catalase Mycobacterium kansasii from tap water. Am 

   Rev Respir Dis.1970 ; 101 : 430-431. 

8 ) Ross BC, Jackson K, Yang M, et  al.  : Identification of a 

   genetically distinct subspecies of  Mycobacterium kansasii. J 
   Clin Microbiol. 1992 ; 30 : 2930-2933. 

9 )  Iinuma Y, Ichiyama S, Hasegawa Y, et  al.  : Large-Restric-

   tion-Fragment Analysis of Mycobacterium kansasii Geno-

   mic DNA and Its Application in Molecular Typing. J Clin 

   Microbiol. 1997 ; 35 : 596-599.

10)松 島敏 春,原 宏紀,尉 島 林造,他:岡 山県 にお け る

M.kansasii肺 感 染 症:4症 例 発 症 の 相 互 関 係 の 推 察.

結核.1983;58:299-305.

 1l) Zhang Y, Mann LB, Wilson RW, et  al.: Molecular Analysis



68結 核 第80巻 第2号2005年2月

   of Mycobacterium kansasii Isolates from the United States. 

   J Clin Microbiol. 2004 ; 42 :  119-125. 

12) Tortoli E : Mycobacterium kansasii species or complex? 

 Biomolecular and epidemiological insights.  MA. 2003  ;

   78 : 177-178. 

13) Picardeau M, Prod'hom G, Raskine L, et  al.  : Genotypic 

   Characterization of Five Subspecies of Mycobacterium kan-

   sasii. J Clin Microbiol. 1997 ; 35 : 25-32.

 Original Article  

PFGE ANALYSIS OF MYCOBACTERIUM KANSASII ISOLATES 

          IN OKAYAMA  PREFECTURE 

                    Kimihiro MIMURA

Abstract [Object] To investigate the epidemiology of M. 

kansasii infections in Okayama Prefecture and to consider the 

mode of infection of M. kansasii on the basis of the PFGE 

results. 

 [Materials and methods] 22 M. kansasii isolates of pulmo-
nary infections from 22 patients treated between 1977 and 

1993 in Okayama Prefecture were investigated by pulse-field 

gel electrophoresis (PFGE) using restriction endonuclease 
Vsp I. In addition, the tap water from five companies in the 

Mizushima Industrial Area was cultured to investigate the 

source of infection of this disease. 

 [Results] These M. kansaii isolates were found to be clus-
tered into four or five by PFGE during different. From the tap 

 water,  M. kansasii was not detected.

 Luonciusionsj  rrom me  result or  tne  rrur., it was  consia-
ered that the infection  course of M. kansasii in Okayama Pre-

fecture was living in a common environment or a district. 

Key words : Mycobacterium kansasii, Non-tuberculous 

mycobacteriosis, Okayama Prefecture, Mizushima Industrial 

Area, PFGE, Tap water 
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